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汐見台地区 

２.地区の居住者特性 

 

2.1 社宅のマンション化がすすみ、年齢層の偏りのす

くない住宅地へ 

1）汐見台地区では、社宅のマンション化が進んでいま

す。平成 12年当時、給与住宅に住む世帯数は 1,524

世帯あり、汐見台地区の世帯数の 55.2％を占めてい

ました。社宅のマンション化がすすみ平成 17 年に

は 1,035 世帯、平成 22 年には 640 世帯,平成 27 年

には 571 世帯となりました。平成 12 年〜27年の 15

年間で給与住宅に住むは 953 世帯減少し、持家（分

譲マンション）に住む世帯が 1,502 世帯増加しまし

た。 

2）社宅（給与住宅）が多いことから、地区の高齢化率

は 16.2％と区の平均（26.6％）に比べてかなり低く

なっています。 

高齢化率が比較的高いのは、汐見台 3丁目で 23.0％

です。 

75歳以上の高齢者の比率が高いのは汐見台 3丁目で

11.0％です。区の平均（12.8％）と比べるとやや低く

なっています。 

3）これとは逆に、地区の年少人口（0〜14 歳）比率は

20.1％で、区の平均（12.0％）と比べてかなり高く

なっています。年少人口比率が高いのは、汐見台 2

丁目で 24.0％です。 

4) 国勢調査の結果によれば、世帯総数に占める高齢の

夫婦のみで暮らす世帯の比率は、区の平均で 12.8％

となっています。この比率は、地区の平均で 8.5％

で、区の平均より低くなっています。 

 また、世帯の総数に対する高齢の一人暮らし世帯の

比率は地区の平均で 8.9％で、区の平均（13.2％）

を下回っています。 

 

2.2 汐見台 2丁目- 社宅のマンション化により人口、

世帯数が急増した 

1）汐見台 2丁目の人口、世帯数は減少を続けていまし

たが、社宅のマンション化により、平成 26年以降、

人口、世帯数とも急速に増加しました。 

2）住宅の所有関係別の世帯数や世帯人員の動向をみる

と、汐見台 2 丁目では、平成 12 年当時は、給与住

宅が多く 744世帯が居住していましたが、減少を続

け、平成 17年には 621世帯、平成 22年には 242世

帯、平成 27 年には 241世帯まで減少しました。 

  一方、持ち家（分譲マンション）は平成 12 年と比

較して 807世帯増加しました。 

3）汐見台２丁目の年齢別人口を平成 18年と 28 年で比

較すると、平成 18 年時点子育て世代とその子供に

偏っていた年齢構成から、平成 28 年には 40〜54

歳の年代も住み、子供も多い年齢構成に変化しま

した。 

4）年齢別推移率を見ると、平成 23〜28 年には、平成

18〜23 年にみられた 20 歳前半に集中した転入増

加傾向はみられなくなり、30 歳台を中心とした幅

広い年齢層が転入しています。 

 

2.3 社宅のマンション化が進んだ汐見台 1 丁目と 3

丁目  若者中心からファミリー層も居住する地区

へ 

1）マンション化により汐見台 1、3 丁目では、平成

17 年ころから人口、世帯数が増加し、平均世帯規

模も多くなりました。その後再び、人口、世帯数

は緩やかに減少し始め、世帯規模も小さくなり始

めています。 

2）1 丁目、3 丁目では、社宅のマンション化によって年齢

構成は、20 歳代後半と 30 歳代前半が特に多い構成

から、多様な年齢層が住み偏りが少ない年齢構成に

変化しています。 

3）また、年齢層別の推移率をみると、平成 23 年〜28

年の変化では、20 歳代が中心であるものの、幅広

い年齢層で転入増加の傾向があったことがわかり

ます。 

 平成 18 年〜23 年の期間は、20 歳代前半の転入傾

向が強い一方で、30〜44 歳や 14 歳以下の子ども

に転出傾向がありました。 

近年、転出入の傾向が大きく変化したことが分かりま

す。 

4）神奈川県住宅供給公社が供給した賃貸住宅（汐見

台第 1〜4）は、汐見台 3丁目に立地しています。

汐見台 3丁目に居住する世帯の内約 33.1％が公的

賃貸住宅の居住者です。  

 

2.4  社宅のマンション化が完了しつつあり、今後、

人口や世帯数は安定化する 

社宅のマンション化がすすみ平成 26 年ころから、

人口、世帯数が増加しました。 

マンション化は完了しつつあると考えられ、今後、

人口、世帯数は安定化する可能性があります。 

マンションへの入居後、子育て世代やその子供の転

出が多くなり、汐見台 1、3 丁目でみられたように、

人口や世帯数が減少し始める例が多くみられます。

人口や世帯数が緩やかに減少し始める可能性もあ

ります。 
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